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1．研究の 背景と目的

　日常生活におい て 、 慣用表現、 諺、 日常語が比喩的に用い られ る場面がよくある。 その よ うな場合、

人は理解 （解釈）の ス トラテジーとして、（有 ・無意耡 勺に）メ ン タル イメ
ージを活闘 匕させた り、ア

ナ ロ ジーを応用した り、母語知識に頼っ た りす る。 筆者は外国語 としての 英語 （EFL）学習者の場 合、比

喩的表現の 理解と運用におい て獲得してい る語彙力（v。cabu ！ary 　kn。wledge ）の作用が大きい こ と、 そ

して語彙力が意味の 拡張 （figurative　extension ）に繋が り、幅広い 意味の 理解と運用に利用され る様

相を検証 した （Azuma，2005）。 その 研究か ら発展 したの が本研究である。 英語の イディオムや比喩的

表現の 習得におい て 、意味や使用法を 「覚える」 とい う学習法が「 般的だと思われ るが 、 他 に、何か

有用な手立てはない ものか 、また、母言蜘 識をマ イナス と捉えるの で はなく 、 プラス指向で活用する

手立てはない もの かなどが本研究の 素朴な出発点とな っ た。この観点か ら、比喩的表現の理解に母語

知識がどの ような作用をして い るか、 韜 。 識が英語に よる表現の理解の手助けとなるか どうか、を

調べ た 。 勿論、 ミ語　i に基づ く言語知識 や文化背景を他言語の 理解時運 用に応用するこ とには功 ・

罪両面があると思われるの で
、 本発表で は、その 功罪を念頭に置き、どの よ うな種類の表現が どの よ

うな解釈の様相を示すの か 、 それ は何故か 、理解の分かれ 目、あるい は、功 ・罪の別れ 目は どこにあ

るの か
、 解釈と使用におい て功と罪で留意すべ き点は何か、などに焦点を当て る。

2。研究方法

調査方法

　比喩的表現 ・イディオム の 考察 （LakQff＆Johns。n ，
1981；Gibbs

，
1980；Charteris−Black， 2002；

L・ w ＆ Littlemore，2006，山梨，2000； 楠見 2001； 辻 ，
2002 等） を参考に して 、 筆者独 自の

Metaph。r −Cognition　Test（以後、　M−Cog　T）を考案 し調査 に用い た。 その テ ス ト項目の概観は次の とお

りである。比喩的表現の 特性 （メタフ ァ
ー
特性）を考慮 して 、 次の 4 グル

ープか ら成るテ ス ト項目計

40を選定し、被験者全員にペ ーパ ーテ ス トを実施し、量的調査を行 っ た。 うち数十名に面接調査を実

施 、 解釈に用い た ス トラテジーや思い描い たメ ン タル イメ
ージ等を聞き取る質的調査を行っ た

。

　 M℃ og 　T （a ）：日本語英語間 （以後、 日英間）で概念基盤を共有し言語表現類似（similar ／sa 皿e

　　　　　　　 wordings 　with 　shared 　concepts ）； 15項 目。例 ：He　is　my 　right 　an

　 M−Cog　T （b＞：日英間で言語表現類似、 意味 ・概念異 （similar ／same 　 wordings 　with 　different

　　　　　　　 concepts ）； 3項 臥 例 ：to　cαne 　to　a　h θad

　 Mtog 　T （c）：英語概念基盤（English〔｝rigin ）： 10項 目。 例 ：to　kick　the　bucket

　 M℃ og 　T （d）：日本語概念基盤 （Japanese　origin ）： 12項目。 例 ：You　and 　I　are 　taiitθd　mith 　a

　 　 　 　 　 　 　 　red 　tht7θad

テ ス ト項目の 提示法 ：単独 （語句 レ ベ ル ）提示 と文脈に埋め込み提示 。
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被験者 ： 日本人英語学習者（Japanese　learners　of 　English，　 i．　e ，
，
　 JNSs， 以後、 澗Ss）：147名、内、

　　　　面接聞き取り34名（＊本発表で は被験者 JNSsの データに焦点を当て る）。

　　　　英語母語話者（English　native 　speakers
， 以後、

　E　NISs）：100名（American，　Australian
，

　　　　 British　ENSs）、内、面接聞き取 り 56名。

採 点者 ： （メタフ ァ
ーを研究する）日本語母語話者と英語母語話者、計 2名。

採 煮法 ：項目ごとに正答率を計算、 即ち 、 ある項 目に全員が正解するとその 項 目は 100となる。

髄 迭 ：分析で は次の （1）  の検討を経て，最終的には回答者の母語知識が解釈に どの よ うな影響

を及ぼしたか、を考察した。

（1）応用言語学的 ・認知言語学叡 則面 ：回答者が解釈に用い たス トラテ ジー
を、（母語　　

’
を含む）ス

キー
マ 的（schematic ）な側面 、 ネ ッ トワ

ーキン グ（networking ）、メ タフ ォ リカル マ ッ ピ ン グ

（metaphorical 　mapping ）、アナ ロ ジー
（analogical 　reasoning ）の観 点か ら分析：

  イディオム の特性を考慮 ：テ ス ト項目の 構祓要素内で解釈においてその部分が全体の 意味の類推

に繋が っ たか どうか
、 を idiomaticity　or 　idiom　decomposability（イディオム 眩 部分

一全体の 関わ り、

マ ッ ピ ン グの 「もと」 と「さき」
へ の 関わ り）の 観 点か ら分梶

3．結果 ・考察

　発表では結果を次の 5点に集約 して論じる。その 1 ；　M÷Cog　T （a）の うち、概念基盤 ・言語表現とも

に共有の項目は正 答率が高い、JNSsには多少バ ラツ キがある。その 2 ：M−Cog　T （b−d）では 、　JNSsは

日本語母語知識の 、 団 Ssは英語 ・
叩 　識の影響が特に顕著である。 その 3 ；イメ

ージの は っ き りした

表現は正答率が高い 、 ただし、母語 知識の影響が見 られ る。 その 4 ：全て の 項目の理 解に母語 知識の

利用が見られ、母語知識 ・ス キ
ー

マ が活 1生化されて い る 。 ただ し、これ らには功 ・
罪両面がある 。 そ

の 51 特に注意すべ き項 目は M−Cog　T （b）の項 目であ り、 日英間で言語表現類似、 ただ し 、 意味 ・概念

が異なる項目で ある．発表ではそれぞれ の 項目グル
ープごとに回答者の 思い抱い た（メ ン タノのイメ

ー

ジや調査に表れたデータなどを示 して結果を議論する。

　母語が学習言語の理解や運用に及ぼす影響 （langtiage　transfer： Brα m ， 1980； Selinker，1972 他、

高橋 1999，2000、他）にプラス面とマ イナ ス 面があるとされ るが 、 外国語として の英語学習者に とっ て

母語の 影響は避けられない
。 全面否定で なく、効用とい うプラス 面 も視野に入れて功 ・罪を考える 。
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